
平成３０年１１月１９日 

市 長 記 者 会 見 資 料 

平成３０年度かわさきマイスター認定者発表について 

「かわさきマイスター」については、今年度、１５名の応募があり、かわさきマイスタ

ー選考委員会での審議の結果を踏まえ、新たに５名を認定しました。 

「かわさきマイスター」は、極めて優れた技術・技能で本市産業の発展や市民の生活の

向上に御尽力いただいているとともに、後継者や若手の指導にも熱心な現役の職人の方々

に市内最高峰の匠として贈る称号です。本事業は平成９年度から開始しています。 

＊ マイスターとは、ドイツ語で「名人」「親方」を意味します。 

１ 平成３０年度かわさきマイスター認定者 

（１） 小金井
こ が ね い

 義雄
よ し お

 氏（左官職） 

（２） 蓮見
は す み

  正道
まさみち

 氏（美容師） 

（３） 春山
はるやま

  昭夫
あ き お

 氏（樹脂成形） 

（４） 丸山
まるやま

  清
せい

吉
きち

 氏（めっき） 

（５） 矢部
や べ

  功
いさお

  氏（製缶・溶接） 

 ※今年度認定者の方々を加えると、７３職種１０１名の方々が認定者となります。

２ 配付資料 

（１）平成３０年度かわさきマイスター認定者 資料１ 

（２）平成３０年度かわさきマイスター認定者技能紹介 資料２ 

【担当】 川崎市経済労働局労働雇用部技能奨励担当 西留・岩田 

電 話 ０４４－２００－２２４２ 

ＦＡＸ ０４４－２００－３５９８ 

E-mail 28roudou@city.kawasaki.jp 



平成３０年度かわさきマイスター認定者 

（敬称略・五十音順） 

氏 名 年齢 職 種 
従事

年数
居住地 勤務先・役職・住所 推薦人 

小金井
こ が ね い

 義雄
よ し お

６６ 左官職 ４８
中原区上丸子

八幡町 

小金井左官工業所

代表 

（中原区上丸子八幡

町） 

川崎市左官業組合連合会

会長 

川田 繁 

蓮見
は す み

 正道
まさみち

６０ 美容師 ４１ 多摩区長尾 

美容室杏里 

経営者 

（多摩区長尾） 

川崎市美容連絡協議会 

会長 

中田 浩司 

春山
はるやま

 昭夫
あ き お

７４ 樹脂成形 ３７
横浜市旭区 

今宿東町 

松栄産業 

株式会社 

嘱託 

（中原区中丸子）

川崎信用金庫 

武蔵小杉支店 

野口 央 

丸山
まるやま

 清
せい

吉
きち

８２ めっき ６６
横浜市鶴見区

元宮 

栄光プレーティング

株式会社 

取締役顧問 

（川崎区浅野町）

浅野町工業団地組合 

連絡協議会 

会長 

 吉田 基一 

矢部
や べ

 功
いさお

６４
製缶・ 

溶接 
４８ 中原区上平間

株式会社 

仙崎鐵工所 

グループ長 

（川崎区小田） 

株式会社仙崎鐵工所 

代表取締役 

沼 りえ 

※ かわさきマイスター認定式は平成３０年１１月２１日（水）に実施します。 

  技能功労者表彰と同日開催となります。 

・時間 １４時００分～１６時００分  

・場所 川崎市立労働会館（サンピアンかわさき）大ホール 

      （川崎市川崎区富士見２－５－２） 

※ 年齢及び従事年数は平成３０年１１月時点を基準としています。 

資料１ 



１ 小金井 義雄（こがねい よしお）さん 

（１） 年 齢  ６６歳 

（２） 職 種  左官職 

（３） 従事年数 ４８年 

（４） 小金井左官工業所（中原区上丸子八幡町）代表 

（５） 在住 中原区上丸子八幡町 

（６） 選考結果 認定 

 小金井さんの技能の持つ卓越したところは、長年の経験により洗い出し工法、研ぎ出し工法、漆

喰仕上げ工法、泥壁塗りなど左官の伝統的工法を身に着け、多種多様な現場に対応できます。現場

は戸建て住宅やマンション、学校など一般の建造物だけでなく、古民家の修復など特殊な建物にも

技能を適用できるところです。 

 例えば最近扱った現場として、多摩区にある築１００年以上の古民家がありますが、土間を伊勢 

砂を使った洗い出し工法で、土間の内壁を伝統的な漆喰や今環境面で注目されている珪藻土など、

持ち主の希望に合わせ、古民家の雰囲気を保つ改修を行っています。 

また、社団法人日本左官業組合連合会の「技能インストラクター」として若手技能者の指導や、

厚生労働省から委託を受けた中央技能振興センターにより認定を受けた「ものづくりマイスター」

として県内の多くの中学校を訪問し出前授業を行うなど後継者育成にも尽力しています。 

小金井さんは、左官業界全体の施工技術の向上、自らの卓越した技術・技能の若手への継承など、

業界の発展と後継者育成のため幅広く活動を続けているマイスターです。 

＜勤務先＞ 

小金井左官工業所 

住所 川崎市中原区上丸子八幡町８５１ 

資料２



２ 蓮見 正道（はすみ まさみち）さん 

（１） 年 齢  ６０歳 

（２） 職 種  美容師 

（３） 従事年数 ４１年 

（４） 美容室 杏里（多摩区長尾）経営者 

（５） 在住 多摩区長尾 

（６） 選考結果 認定 

 蓮見さんは、４０年間技術の研さんに努め、カッティング、セッティング、メーク、シャンプー、

着付けなど美容技術全般に渡り高水準の優れた技術を習得しました。平成２９年に「卓越技能者」

として神奈川県知事表彰を受けるほど高い技術を持っています。現在も常に最新のヘアスタイルや

海外の動きを取り入るなど研究を続けていて、最近では昔からのレザーカットのテクニックを生か

す方法を研究しています。 

後継者育成へ向けての活動は驚くべきもので、ＫＢＫアカデミー（神奈川県美容室生活衛生同業

組合の育成学校）の校長や、技能五輪出場者への技術指導に携わり、川崎市技能職団体連絡協議会

による川崎市内中学校への出前授業「技能職者に学ぶ」に参加するなど、次の世代の育成に向けて、

時間を割いて精力的に活動されています。 

蓮見さんは、常に若々しく活動され、業界全体のことを考え、人づくりと後継者の育成に取り組

むマイスターです。 

＜勤務先＞ 

美容室 杏里 

住所 川崎市多摩区長尾４－６－１６ 



３ 春山 昭夫（はるやま あきお）さん 

（１） 年 齢  ７４歳 

（２） 職 種  樹脂成形 

（３） 従事年数 ３７年 

（４） 松栄産業株式会社 （中原区中丸子）嘱託 

（５） 在住 横浜市旭区 

（６） 選考結果 認定 

春山さんは、塩化ビニール板をガスバーナーであぶりながら、徐々に手作業により円筒状に曲げ

てタンクを製作します。塩化ビニールは季節毎の室温、湿度等の作業環境変化によって、仕上がり

が異なる素材ですが、ガスバーナーの火力や加熱時間の調節により真円状の円筒タンクを完成させ

ます。また、溶接ガンを用いて板の端を接合し、タンクの底の部分も同様に接着します。一気に加

工して完成させる技術は、まさしく神業と言える職人の匠の技です。 

 その技術は施行錯誤の積み重ねで、曲げに使用する冶具も自分自身で改良したどり着いたもので

す。この技術はマニュアル化できず、再加工の許されない一発勝負で完成させる鍛錬が必要なため、

後進の社員２名を直接指導することで育成しています。 

春山さんは、年齢を重ねても探求心を忘れずに技術力向上にまい進しながら、知識と経験を後進

に伝えることをモットーにするマイスターです。 

＜勤務先＞ 

松栄産業 株式会社 

住所 川崎市中原区中丸子１２８０ 



４ 丸山 清吉（まるやま せいきち）さん 

（１） 年 齢  ８２歳 

（２） 職 種  めっき 

（３） 従事年数 ６６年 

（４） 栄光プレーティング株式会社 取締役顧問 

（５） 在住 横浜市鶴見区 

（６） 選考結果 認定 

丸山さんは、超薄型・超小型部品や粉体状の部品に対してめっきを施す技術を開発された方です。

自社工場には、微細めっきに使用できる設備としては、実験用の小さなめっき槽がありますが、通

常サイズのめっき槽は、他の用途に供されています。しかし、創業者である丸山さんの創意工夫が

あって、微細の部品に無電解めっきを施す技術を考案し、得意先に満足できる品質のめっき部品を

提供できています。今後もより微細化が進むと思われるめっき技術において、極めて先端的な技術

をお持ちの方です。

 丸山さんは、８２歳とご高齢ではありますが、極小の製品の顕微鏡により出荷検査をご自身の目

で行うなど生涯現役の技術者です。将来に向けて環境にやさしいめっき技術を今でも開発に取り組

むマイスターです。

＜勤務先＞ 

栄光プレーティング 株式会社 

住所 川崎市川崎区浅野町３－９ 



５ 矢部 功（やべ いさお）さん 

（１） 年 齢  ６４歳 

（２） 職 種  製缶・溶接     

（３） 従事年数 ４８年 

（４） 株式会社 仙崎鐵工所（川崎区小田）グループ長 

（５） 在住 中原区上平間 

（６） 選考結果 認定 

矢部さんは、金属の特徴を熟知し高度な製缶・溶接技能を持つ技術者です。これまで鉄道関連や

宇宙航空関連製品など、大型製品の製作が多く、繰り返しの作業が少ないため、常に新しいものの

製作に挑戦する環境の中で技能を磨いてきました。矢部さんの卓越したところは多くの図面を読み

込みながら、その図面には表れない金属の溶接作業などで起きる変化を想定しながら完成に繋げて

いくところです。季節や熱による影響などで金属の伸縮具合は変わります。建設現場に納める橋梁

伸縮装置のような特に大型の部品を溶接するときは、伸縮が大きくなるので補正が必要となります。

そこで製作した後、バーナーで熱して製品全体を設計通りに矯正する作業を行います。その後ハン

マーで微調整を行うこともあります。この技能の習得には、肌感覚で覚えることが不可欠で、一対

一で訓練することになります。

現在はグループ長として、２０代の若手社員にはアドバイスをしつつ見守ることで後継者の育成

にも努められているマイスターです。

＜勤務先＞ 

株式会社 仙崎鐵工所 

住所 川崎市川崎区小田５－１７－５ 


